
II類・III類の濃音化字音素
:「床」、「性」、「税」、「状」、「帳」、「調」
、「罪」、「的」の場合

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2010-05-10

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 車, 美愛

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.24729/00004563URL



亜類・皿類の濃音化字音素

一「床」、「性」、「税」、「状」、「帳」、「調」、「罪」、「的」の場合一

回 美愛

　車（1996b、1997）では、韓国語の濃音化字音素を定義し、そのうちの1類の濃音二

字音素について述べた。車（1998）ではH類の三音化字音素の一部について述べた。本稿

ではH類の濃音化字音素のうち車（1998）で述べられなかった【床】、【性】．、【税】、【状】、

【帳】、【調】、【罪】と皿類の濃音化字音素について考察する。

　皿山の三音化字音素は、独立の語との結合において濃音化せず、1文字の漢字と結合

する場合にのみ濃音化する字音素つまり、H類の濃音化字音素とは一見逆に見える性質

を持った字音素である。皿類の濃音化字音素は【的】だけである。

H類の虚言二字音素

1．　【床】／醤／

　字音素【床】は、《膳・ものを載せる台》の意味で用いられる場合、例はすべて伝統

的な語である。語例数はかなりあるけれども生産性はない。まず、独立の語との結合で

は次のように濃同化するのが原則である。

（1）交子一’床｛長方形の大きな食卓｝、茶啖一’三三待用の大きな膳｝、到任一’

　　床1地方に赴任する官吏をもてなす膳｝、飯三一’床｛晩酌の酒の膳｝、二一’床｛当

　　直者の膳1、四仙一’床｛四角い四木用の膳｝、使者一’床｛あの世の使者のため

　　の祭物膳｝、喪門一’床｛巫女の祈祷の供物の膳の一つ｝、上山一’床仙神に供

　　える膳｝、城陛一’床｛祈祷の際の祭祀用の机｝、膳差一’床｛厄払いの儀式の膳

　　の一つ｝、三拝一’床1年始の来客をもてなす膳1、水刺一’床圧の食事の膳｝、

　　按酒一’床｛酒肴の膳｝、藥四一’床｛酒肴の膳｝、露山一’床｛厄払いをする時

　　巫女が使う供え物の膳1、料理一’床膳｝、澆婁一’床｛墓の前に供える供物膳｝、
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彙物一’床｛厄払いの儀式の膳の一つ｝、彙雁一’床陵雁のとき雁を置く卓｝、

占一’床1占いの用具を置く膳｝、鮎心一’床｛昼食の膳｝、朝飯一’床嘲ご飯

の膳｝、二上一’床｛先祖への供物を載せる膳｝、昼物一’床1簡単な食膳｝、酒

案一’床｛酒と肴を揃えた膳｝

この原則に対する例外としては次のようなものがある。

（2）a．三音化しないもの

　　　　祈子一床仔孫を得るため産神に捧げる祭物膳｝、猫坐一床｛結婚式で使う特

　　　　別な膳｝、亡者一二藍鼠の霊魂のための祭物膳｝、佛事一議｛厄払いの時の

　　　　祭物の膳｝、御史一二｛粗末な膳｝、樽花一二牌花を載せる台1、八仙一己｛八

　　　　人用の四角い大きな膳｝

　　b．辞典問で表記の異なるもの

　　　　先三一床組先の霊魂のための祭物膳｝

要素間の意味関係や字音素【床】自体の意味の観点から（1）と（2）を区別することは

できないようである。したがって、（2）の例は純粋に辞書的例外として記述するしかない。

すべて伝統的な古い用語であることを考えれば、この程度の例外があるのはたいして不

思議なことではない。しかし、（2a）のうち「八仙一床」を除いてのすべての例は母音

で終わる要素に【床】が付いたものである。同じ構造でも濃音化するものが数多くある

から、規則として述べることはもちろんできないけれども、一定の傾向が現われている

と言えないこともない。同様の傾向が字音素【敷】の例に関しても見られることは既に

述べたD。この二つの字音素は／人／で始まる点でも共通性があるが、これについては

字音素【税】の項で改めて述べることにする。

　《膳・ものを載せる台》の意味の【床】は次のように固有語とも結合するが、その場

合にも三音化を生じる。

（3）暑一’床｛初誕生祝いの膳｝、号一’床脇膳｝、金一’床｛酒と肴の膳｝、0｝召一’

　　床二食の膳｝、叫已1一’床二品を積んで置く台｝

一2一



　一方、単純語構成では濃音化しないものが圧倒的に多い。したがって、《膳・ものを載

せる台》の意味の【床】はH類の濃音化字音素である。

（4＞a．濃音化するもの

　　　　素一祭’床｛葬式の前に使う白い膳｝、祭’床際祀の供物を載せる創、樽’

　　　　床際祀用の酒樽を置く台｝、香’床｛香台｝

　　b．濃音化しないもの

　　　　兼床｛二人用の膳｝、空床｛背や肘掛けの腰掛け｝、果床舳三囲を盛った膳｝、

　　　　机床｛四角い低い机1、望床｛うずたかく盛った膳｝、飯床｛一揃いの食器｝、

　　　　縄床断り畳み椅子の一樹、御床圧の食膳｝、硯床｛文房具を置く小さな机｝、

　　　　龍床圧座｝、草床燦器を置く膳｝、退床喰膳を下げること｝

　《膳・ものを載せる台》以外の意味で用いられる【床】は決して濃音化せず、したが

って三音化字音素ではない。

（5）壁床｛改まった場所に出す膳を検査すること｝、墨床｛祝宴の前に歌舞を奏すること｝、

　　鑛床、起床、冷床｛人為的に温度調節をしない苗床｝、路床、道床線路の路盤部分｝、

　　東床他人の婿｝、苗床、病床、視床、岩床、濾過一床｛＝濾床｝、濾床｛水道水

　　を濾過する所｝、温床、臨床、地床四面より低い苗床1、銃床、就床1就寝｝、

　　沈床提防・護岸の基礎固めの構造物1、炭床｛炭層｝、河床、海床晦底｝、花

　　床｛花の薯（ガク）｝、火床｛ボイラの火を焚くところ｝

2．　【性】／習／

　【性】は《性質・属性》及び《生物学的性》を意味する成分である。この成分を含む

語のほとんどが近代的な概念を表す用語である。《性質・属性》の意味の場合、造語能力

が極めて高い。独立の名詞と結合する【性】はおそらく【的】と並んで最も生産性の高

い造語成分であり「開かれた類」を形成するが、辞典の見出しとなるのはその一部でし

かない。「名詞＋【性】」の形の複合語の意味は元の名詞の意味が与えられれば簡単に分

かるからである。このような高い生産性を持つ複合語構造においては、【性】は濃音化す

るのが原則である。
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（6）可能一’性、感受一’性、蓋然一’性、決断一’性、共通一’性、關聯一’性、

　　國民一’性、機動一’性、内向一’性、耐火一一’性、論理一’性、多様一’性、

　　普遍一’性、社交一’性、社會一’性、相關一’性、生産一’性、實在一’性、

　　實現一’性、歴史一’性、優秀一’性、危険一’性、流行一’性、人間一’性、

　　將来一’性、傳染一’性、調和一’性、尊月一’性、主観一’性、週期一’性、

　　主禮一’性、重大一’性、重要一’性、地方一’性、指向一’性、創造一’性、

　　抽象一’性、妥当一’性、通気一’性、特異一’性、閉鎖一’性、必然一’性、

　　必要一’性、海洋一’性、虚構一’性、互換一’性、活動一’性、吸水一’性

　　など多数

例外として次のようなものが観察された。

（7）客観一性、屈傷一性、晩成一性、明瞭一性、矛盾一性、反動一性、半透一性、

　　反抗一性、四季一性、水溶一性、留巣一性、離巣一性、残磁一性、赤印一性、

　　合理一性、乳線一性

濃音化表記の分布状況から判断して、このうちのいくつかは単純な表記もれであると思

われるが、すべてがそうであるとは考えられない。字音素【税】の項で述べることにな

るが、一般に／人／で始まる字音素は濃雌馬の規則性が低い。その点を考えれば、非常

に生産性の高い要素であるにもかかわらず例外が（7）に挙げた程度であるというのは、

むしろ規則性の高さを示していると解釈できる。

　次のように固有語と結びついた混成語の例も若干あるが、この場合は例外なく濃音化

を生じる。

（8）早吾一’性1融通性i、口｝曾一’性｛気立て、根性、気質｝、

　　人臣習一’性｛社交性、人付き合い｝、盤一’性｛肌の質｝、

　　♀召一’性脳地っ張り、強情っ張り｝、黒蝿一’性｛記憶能力、持続性1、

　　謹書一’性にらえ性、忍耐力｝

一方、単純語構造の例もかなり多いが、この場合には次のように濃音化しないのが原
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則である。

（9）苛性、假性、感性、個性、硬性、慣性、耐性、輩性、魔性、蟹性、慢性、母性、

　　愛性、本性、酸性、素性、塑性、水性、陽性、良性、優性、油性、陰性、理性、

　　磁性、定性、知性、眞性、天性、趨性、惰性、弾性　など

例外的に濃音化する例は非常に少なく、わずかに次のようなものが観察された程度である。

（10）a．濃音化するもの

　　　　黛’性、向’性

　　b．辞典問で表記の異なるもの

　　　　傾性、冷性、病性、引性、靭性、化性

複合語に比べて語例数が少ない割に例外が少ないのは、近代的概念を表す語ばかりであ

るので、平均化が進んでいるためではないかと考えられる。（10）の例は「化性」を除い

てみな鼻声を持つ要素に【性】が付いたものである。　【床】の項で（2a）の例につい

て述べたのと同じ傾向がここにも感じられる。

　《生物学的性》の意味の【性1は決して濃音化しないから、したがってこの場合は三

音化字音素ではない。

（11）　間性、男性、同性、無性、雨性、女性、雄性、有性、異性、中性

3．　【税】／川1／

　字音素【税】はかなりの生産性を持つ造語成分であり、用例のほとんどは近代的な概

念を表すものである。したがって、濃鉱化に関して規則性の高さが予測されるのであるが、

実際はそうではなく濃音化の分布状況は混沌としている。まず、複合語構成では濃音化

するものが若干多いようであるけれども、濃音化しない例もかなり見られる。

（12＞a．濃音化するもの

　　　　経常一’税、鑛産一’税、郡一’税、農地一’税、面一’税｛村民税｝、
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　　免除一’税、免許一’税、獲行一’税、法人一’税、補完一’税、普通一’税、

　　埠頭一’税、水道一’税、運搬一’税、有名一’税、遊興一税、印紙一’税、

　　一般一’税、林野一’税、資産一’税、三一’三二場の税金｝、財産一’税、

　　電三一’税、展覧一’税、助興一’税倣生の花代｝、從量一’税、住民一’税、

　　酒造一’税、酒草一’税｛酒タバコ税｝、出ロー’税｛港から輸出するときか

　　かる税｝、通過一’税、通關一’税、通行一’税、平衡一’税、港ロー’税、

　　三一’税、行爲一’税など

b．三音化しないもの

　　加算一税、減免一税、個人一税、客観一三、雇傭一二、観覧一寸、交通一税、

　　國内一税、累減一税、封人一三、等差一三、馬券一二、費上一品、物品一品、

　　附帯一税、比例一税、死亡一税、査定一税、常時一税呼常時の税1、市郡一税、

　市一税、神布一税座女が納めた租税｝、年金一税、煙草一税、郵票一税｛郵

　便料金の旧称1、資本一税、戦時一三、主膿一三｛対人税｝、増加一税

（12a）と　（12b）を区別する根拠は全く見当たらない。音韻的にも、意味的にも、語

彙の新旧の面でも、規則性はおろか傾向すら認められない。「郡’税」と「面’税」は濃

音化するのに「市郡税」と「市税」は濃音化しないという事実に、その不規則性が端的

に示されている。

　字音素【税】の不規則性は、また、次のように辞典間で表記の異なる例が異常に多い

ことにも現われている。

（13）去來一三1取引税｝、工商一税、廣告一税、禁止一二、累進一二、壷帳一品｛租税

　　台帳の記載により課税する税1、道一税馳方自治体である道で課す税金｝、防衛

　　一税、配賦一税、保護一税、附加一税、不動産一税、富裕一税、分與一税、奢修

　　一税、消費一税、運送一税、運河一税、流通一税、楚金一税｛昔の中国の関税｝、

　　利子一三、人頭一税、臨時一税、入場一税、入港一二、自動車一税、電話一税、

　　贈與一税、地方一税、織物類一税、興行一三

　【税1がなぜこのような顕著な不規則性を持つか、その理由については推測の域を出

ないが、　【税】が／人／を初声とするためではないかと考えられる。／人／以外の平音
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の場合、鳴音後濃音化の環境において濃音化しなければ必ず有声化する。ところが／人

／の場合は音声的にも有声音はないので、濃音化しなければ原音価の［s］のままである。

つまり、音声的に見た場合、／人／では濃音響音と半群音化音とが［±緊張音性］とい

う一つの素性だけで区別されるのに対して、／フ，［，目，天／では［±緊張音性］と［±

有声音性］という二つの素性で区別される。したがって、単純に音声的な観点からすれば、

／人／においては濃音化音と非濃眼下音との距離が他の同音におけるよりも近いことに

なる。この違いが聴覚的な区別のしにくさとして現われているのではないかと考えられ

るのである。／人／を初声とする下馴化字音素には、　【税】の他に【床1、【性】、【数】

がある。このうち【数】には一部【税】の場合と似た説明のつかない不規則性が見られた。

【床】はそれほど不規則的な分布を見せてはいなかったが、これは用例のほとんどが伝統

的な語であり、また固有語的な性格も多分に持っているので、【税】や数学用語を造る【敷】

の場合とは事情が異なる。【性】はほとんどすべて近代的な概念の語を造るのであるが、【税】

とは違って反例は極めて少ない。したがって、上に述べた推測に対する反証のように見

える。しかしながら、【性】は非常に高い生産性を持つ要素であり、おそらくm類の濃音

化字音素【的】と並んで最も造語力が旺盛であると考えられる。また、【的1と同様、先

行要素との意味的関係も一様で単純である。このために、【性】に関しては平均化、規則

化の力が強く働いているのではないかと思’われる。

　単純語の【税】は次のように膠剤化しないのが原則である。

（14＞a．濃音化するもの

　　　　分’税年税の一種｝、人’税1対人税｝、印’税

　　b．濃音化しないもの

　　　　嫁税、苛税、加税、減税、貢税｛租税｝、課税、山酔、免税、無税、商税｛商

　　　　人から取る税｝、収税｛税金を取り立てること｝、担税1堰の水の使用料｝、

　　　　漁税｛漁業税｝、有税、田税鰐口に対する税｝、租税、酒税、主税、重税、

　　　　増税、地税、徴税、抽税脱額を算出すること｝、刃引｛脱税｝、担税｛布地

　　　　で納めさせた税｝

　　c．辞典問で表記の異なるもの

　　　　庫野州庫の使用料｝、監税臨の製造販売にかかる税｝
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4．　【状】／を／

　《書状》ゐ意味で用いられる字音素【状】はかなりの生産性を持つ造語成分であり、

複合語構成ではほとんど例外なく濃音化を生じる。

（15）感謝一’状、告三一’状、告訴一’状、公開一’状、公訴一’状、拘留一’状、

　　拘引一’状、起訴一’状、免許一’状、報告一’状、僻令一’状、赦免一’状、

　　謝罪一’状、紹介一’状、召喚一’状、収監一’状、信用一’状、信任一’状、

　　案内一’状、年賀一’状、委任一’状、遺言一’状、認可一’状、認許一’状、

　　任命一’状、絶縁一’状、照會一’状、注文一状、指令一’状、招待一’状、

　　招請一’状、推薦一’状、祝賀一’状、表彰一’状、抗訴一’状、許可一’状、

　　呼出一’状　など

ただ一語「馳進状」｛守令が監営に駆せ参ずる事を知らせた書状｝だけが、『民衆』で濃音

化すると表記されているのみで、他の二辞典では濃音化表記がない。もちろん、これは

伝統的な古い語である。

　一方、単純語構成では、濃音旧例もかなりあるけれども、濃音化しない例の方が多い。

（16）a．濃音化するもの

　　　　等’状｛連署して陳情すること｝、免’状、赦’状傲免状｝、封’状樹書1、

　　　　賞’状、誓’状憎約劃、訴’状、送’状｛送り状｝、連’状｛連名した書状｝、

　　　　令’状、原’状｛最初の訴状1、謹’状｛証書｝、請’状結徒を招く書状1、

　　　　招’状｛招待状l

　　b．濃音化しないもの

　　　　家状｛祖先の行跡の記録｝、古状1昔の人の書状1、過状｛詫び状｝、款状膜

　　　　願状｝、具状｛具申状｝、回状絞正刷り1、文状｛官庁の書類1、民状｛人民

　　　　の訴えなどの書類｝、病状1病欠届け｝、報状階の報告書｝、辞状｛辞表｝、

　　　　謝状｛礼状｝、口状1敬意・弔意を表す手紙1、書状、禮状、慰状｛見舞い状｝、

　　　　回状｛儒生の陳情書｝、二三｛礼儀規範、容貌と振舞い｝、呈状｛訴状を官庁

　　　　に出すこと｝、借状｛借用書1、添状1添え状｝、退状1訴状を送り返すこと｝、
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賀状、行状1倭人に対する旅行証明謝2）、許状挽許証、許可割、動状｛勲

功を讃える文書1、訓状｛教訓の手紙旨

したがって、【状】はH類の濃音化字音素であるということになる3）。（16）には現代で

はあまり使われない特殊な古い用語が多い。

　【状】には／を／の他に／盤／という読みもあるが、その場合は濃音化字音素ではない。

5．　【帳】／を／

　字音素【帳】は《帳面・帳簿》および《とばり・カーテン》の意味で用いられる成分

である。いずれの場合もあまり生産的な造語成分ではない。

　《帳面・帳簿》の意味の場合、複合語構成では声音化するのが原則である。

（17）空名一’帳｛名前の書いていない叙任劃、過去一’帳、勧化一’帳｛寺の寄付金

　　集めの帳簿｝、寄附一’帳俸賀帳1、軍語一’帳、責買一’帳、明細一’帳朋

　　細を記した帳簿｝、補助一’帳壁助帳簿の略｝、簿記一’帳、文勢一’帳下訳帳｝、

　　手票一’帳｛小切手楓、僻在一’帳1手持ちの金や穀物の帳簿｝、身分一帳｛教

　　導所の帳簿｝、注文一’帳、置簿一’帳｛金銭・物品の出納帳｝、會計一’帳、回

　　向一’帳

　三辞典ともに濃音化しないとしているのは「閻魔一帳」1閻魔大王の帳簿｝一例だけで

あった。ただし、この語についても『暑。撃墜地歩町勢』などは濃音化表記を与えている。

調査した辞典間で表記の異なる例は次の通りである。いずれも、誤記の疑いがある。

（18）課題一帳、署名一帳、日記一帳、筆記一帳

　一方、単純語構成では「準’帳｛校正紙｝」を除いてすべて濃音化しない。したがって《帳

面・帳簿》の意味の【樹はH類の半音好字音素である。

（19）口帳休口と戸数の帳簿｝、記帳、齪帳｛乱丁｝、壼帳、元帳｛昔の土地台帳｝、

　　陰帳1秘密帳簿｝、債帳｛負債の帳簿｝、清帳｛借りを清算すること｝、通帳
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　《とばり・カーテン》の意味の【帳】は、濃音化例がほとんどない。複合語構成の例

は次の通りである。

（20）a．濃音化するもの

　　　　門一’帳｛カーテン｝、房一’帳｛部屋のカーテン｝

　　b．子音化しないもの

　　　　九華一帳｛花模様のカーテン｝、錦繍一帳｛絹に刺繍したカーテン｝、芙蓉一．

　　　　帳僕蓉のとばり｝

わずかこれだけの例に基づいて《とばり・カーテン》の意味の【帳】が濃音化字音素で

あるかないかを決めるのは難しい。それよりも、（20＞のような例は固有語の複合語にお

ける濃音化に準ずるものとして処理する方が妥当ではないかと考えられる。濃音化の有

無が固有語複合語の場合の原則に合っているからである4＞。濃音化する「房’帳」と「門’

帳」は〔場所〕あるいは〔用途〕の関係にあり、このような場合固有語の複合語では濃

音化を生じる。濃音化しないほうの例は〔性質・形状〕を表しており、これも固有語の

原則に合致する。また、固有語の呈フll蚊1と結合した「≡ヨフ1一帳」｛蚊帳1では濃音化

が生じないが、これも第一要素が生物名詞の場合には二三化を生じないという固有語の

一般原則に合っている。

　単純語構成では決して濃音化しない。

（21）開帳1賭博場を開くこと｝、面帳｛遮蔽幕｝、蚊帳、屏帳｛屏風と帳｝、紗帳｛紗

　　のカーテン1、繍帳｛刺繍をしたとばり｝、三三暉隊で使った帳幕｝、紙帳｛紙

　　の蚊帳1、布帳〔とばり、幕、カーテン｝など

6馴　【調】／ヨ三／

　字音素【調】は音楽の《楽調・曲調》や派生的な《調子・口調》の意味で用いられる

造語成分であるが、濃音化の記述に際してこの意味の区分をする必要はないようである。

用例の数は多いけれども生産性はあまりない。

　独立の語との結合においては濃音化するのが原則である。

一10一



（22）界面一’調塒調や歌曲の曲調の一衝、珊冒一’調｛変音だけで表される曲調｝、

　　巻創一’調1からかい調｝、命令一’調、睦朗磨一’調｛はっきりしない態劇、

　　民謡一’調、復古一’調、非難一’調、是非一’調｛決め付けるような口調、阿

　　詔一’調｛おべっか調、詠歎一’調、暑習一’調｛財形だけで表されろ曲調｝、

　　雄辮一’調、議論一’調、人事一’調｛挨拶するような口調、巷せ一’調｛冗談

　　半分の口調、七五一’調、行下一’調旧止めや機嫌とりのための行動｝、戯弄一’

　　調｛からかうような口調｝など

三辞典ともに笛音化しないとしている例は「召創一調」｛＝關係調　と「關係一調」と「拉

行一調」の三例だけであった。どちらも音楽用語である。「」擢遇一調」1＝平行調｝と「近

親一調」唇關係調｝は『民衆』と『三星』には濃音化しないと、『三省』にはこれらの

例は載っていない。次の例に関しては辞典により表記が異なっている。

（23）叫一調｛ハ調｝、ロト調｛ホ調｝、拝情詩一調、

　　仙呂一調｛楽曲の羽声音調の一つ｝、平行一調閥係調の一つ｝

　一方、単純語では濃音化しないのが原則である。したがって、【調】はH類の濃音化字

音素である。

（24）a。濃音化するもの

　　　　京’調｛ソウルの風俗習慣｝、硬’調噴い手が多くて値が上がること｝、

　　　　弄’調｛ふざけたような語調｝、短’調、嶺’調｛時日の唱法の一つ｝、

　　　　完’調塒調の唱法の一つ｝、長’調

　　b．濃音化しないもの

　　　　強調、高調早い調べ、強調、古調｛古い曲調、基調、齪調、箪調、同調、

　　　　憂調、歩調、不調、悲調｛悲しい曲謝、散調民俗音楽の一衝、聲調、順調、

　　　　時調｛伝統的な定型謝、章台、哀調、語調、羽調｛正理の曲調、音調、低調、

　　　　輔調、正調、主調｛基聾唖、快調、風調、好調　など

このほか「平調」潮鮮の俗楽の音階｝に対しては『民衆』だけが濃音化しないとし、他
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の二辞典は濃音化表記を与えている。

7．　【罪】／到／

　字音素【罪】はかなり生産性の高い造語成分である。まず独立の語との結合ではほと

んど例外なく濃音無を生じる。
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例外は次のように辞典間で不一致の見られるものだけである。

（26）結社一罪、沽聖一罪｛聖楽に対する謝礼を受けた罪1、輕垢一罪｛過ちの比較的軽

　　い罪（仏教）1、四重一罪｛殺生・楡盗・邪淫・妄語の四禁を犯すこと｝、越狙一

　　罪｛不当に他人の事に干渉する罪、質料一罪網人であることを自覚せず犯した罪1

単純語では逆に極めてわずかな例外を除いて語音化は生じない。

（27）a．連体修飾関係

　　　　巨罪｛大きな罪｝、恕罪、公罪｛国家の利益を害した罪1、多罪1罪の多いこと｝、

　　　　大罪、同罪、無罪、微罪、私罪、数罪｛いろいろな罪｝、鯨罪、原罪、前罪、

　　　　重罪、他罪徐罪｝

　　b．動詞目的語関係

　　　　嫁罪扉を転嫁すること｝、加罪｛罪を重ねること｝、寒帯｛罪を審議し処分

　　　　すること｝、減罪扉を軽くすること1、告罪｛罪を告白すること｝、科罪扉

　　　　を処断すること｝、蹄罪扉を人にかぶせること1、論罪｛罪の成立や軽重を
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　論ずること1、断罪、待罪拠罰を待つこと1、問罪｛罪を問うことi、犯罪、

　謝罪、赦罪｛罪を許すこと1、書罪｛罪状を書いて門に張り付けること｝、恕

　罪｛情状酌量で罪を許すこと1、受罪｛罪の報いを受けること｝、冤罪、有罪、

　宥罪｛罪を大目に見ること｝、坐罪｛罪を受けることi、知罪伯分の罪を知

　　ること｝、添罪扉を重ねること｝、請罪｛減刑や免罪を願うことi、治罪1過

　ちを正しく罰すること｝、討罪扉を追求し厳しく答めること｝、被罪｛罪を被

　　ること｝、解薫辛三聖事で罪の許しを得ること｝、悔罪扉を悔いることl

c．その他

　功罪、徒罪｛徒刑にあたる罪｝、盗罪、死罪、首罪撮も重い罪｝、流罪、情

　罪陣情と罪情i、從罪｛従犯に課する罪｝、答罪｛答刑を受けるほどの罪i、

　刑罪｛刑罰と罪｝

例外的に濃音化する例は次の通りである。

（28）姦’罪｛姦淫罪、姦通罪1、宮’罪仲国の男女不義（宮刑）の罪｝、

　　臓’罪杯正な方法で金品を得た罪｝、杖’罪｛杖刑にあたる罪｝、

　　斬’罪｛刑にあたる罪斬｝

これらはいずれも古い語であり、また具体的な罪名であって（27a、b）のような意味関

係のものはここに含まれていない。したがって、【病】5）の場合と極めてよく似たパター

ンではあるけれども、ただ（27c）と（28）とを区別することはできないようであるから、

（28）は単純な辞書的例外としか処理できない。

皿類の導音化字音素

　皿類の三音巴町音素は、一見H類のものと全く逆の性質を持ったように見える字音素、

つまり独立の語との結合において濃音化せず、1文字の漢字と結合する場合にのみ濃音

化する字音素である。字音素【的】だけがこの類に属する。
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1．　【的】／勾／

　【的】は名詞を形容詞的表現に転ずる要素として極めて生産性の高い成分であり、お

そらく造語成分の中で最も生産性が高いものの一つであると思われる。独立の語との結

合は「開かれた類」を形成する。その場合には濃音化は生じないのが原則である。

（29）家庭一的、假定一的、感動一的、強制一的、個人一的、客観一的、決定一的、

　経平皿的、古典一的、固定一的、空間一的、官能一的、具饅一的、國際一的、

　近代一的、機械一的、基本一的、論理一的、能動一的、段階一的、大大一的、

　大衆一的、代表一的、獅噺一区画物理一的、微視一的、民主一的、反射一的、

　保守一的、封建一的、副次一的、事務一的、散文一的、殺人一的、相封一的、

　生産一的、世界一的、時間一的、時代一的、實i澄一的、良心一的、歴史一的、

　例外一的、原始一的、理論一的、印象一的、一般一的、自動一的、自治一的、

　全髄一的、主観一的、重鉢一的　など多数

例外としては次のような語に関して辞典間で違いが見られる程度である。

（30）男娼一的、假象一的、感銘一的、感情一的、憾情一的、慢性一的、命令一的、

　　模範一的、母性一的、迷信一的、反省一的、思辮一的、叙事詩一的、外面一的、

　　自叙十一的、全面一的、存在論一的、中世紀一的、現象論一的

　絶対数からするとかなり多いように見えるけれども、【的】の生産性の高さから見れば

極めて少ないと見なす方が妥当であろう。

　一方、1文字の漢字と結合する場合においては例外なく濃音化を生じる。
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次のような例は一見例外のように見えるけれども【的1の意味が異なる。《まと》や《確
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か》の意味であるから別な字音素であり、それは濃音化字音素ではないというだけのこ

とである。

（32）監的｛射撃の的に命中したかどうかを見ること｝、言的暗号、合言葉｝、遠的臆

　　くの的｝、準的｛対象や目標となりうること1、眞的体当で間違いのないこと｝、

　　標的

　なぜ【的】だけがこのような特異性を持つかについては、それが【的】の性質だとし

か言いようがなく、説明不可能であるけれども、だた【的】が他の濃音化字音素と異な

る点が他にないわけではない。他の濃音化字音素が意味上名詞的な性質を色濃く持つの

に対して、【的】は意味内容が希薄な虚辞的性格の強い要素である。確かに韓国語文法に

おいて「～的」という表現全体は名詞的位置づけを与えられているけれども、【的】自体

が名詞であるとは考えにくい。このような特異性が濃音化の分布パターンの特異性とど

のように結びつくかはわからないが、単なる偶然の一致とは思われない。

注）

1）車（1997）のP．21の（62）とP．22の（65）参照。

2）「行状」には｛ふるまいや品行｝の意味もあるが、その場合には町回化は生じない。

3）車（1988、名古屋大学修士論文）ではこれを1類に分類していた。

　　それは、そこで調査の対象とした中辞典クラスの辞典には（16b）の例の大半は見

　　出し語となっておらず、野守化するものの方がむしろ多かったためである。それほ

　　ど（16）には現代ではあまり使われない特殊な古い用語が多い。

4）車（1998）の注4）参照。

5）車（1998＞のP．11参照
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